
都市計画の案の理由書  

 

１  種類 ・ 名称  

  東京 都 市計 画 用 途地 域 （世 田谷 区分 ）  

（下 高井 戸 駅周 辺 地 区地 区 計画 関連 ）  

 

２  理  由  

本地 区は 、 京王 電鉄 京王 線 及び 東急 電鉄 世 田谷 線下 高井 戸 駅

を核 とし て 商店 街 が 形成 さ れて おり 、そ の 周辺 には 閑静 な 住宅

地が 広が っ てい る 。 地区 内 には 、３ 階建 て 以下 の建 物が 多 く、

旧耐 震基 準 の建 物も 複数 残 って おり 、ま た 、６ ｍ未 満の 道 路が

多い こと か ら、 土地 利用 及 び防 災面 にお け る課 題が ある 。  

地区 内で は 、東 京都 市 計 画 都市 高速 鉄道 第 １０ 号線 （京 王 電

鉄京 王線 ） の連 続立 体交 差 事業 、 東 京都 市 計画 都市 高速 鉄 道第

１０ 号線 付 属街 路第 ９、 １ ０、 １１ 及び １ ７号 線、 東京 都 市計

画幹 線街 路 補助 線街 路 第 １ ２８ 号線 （令 和 ６年 ３月 事業 認 可。

以下 「補 助 １２ ８号 線」 と いう 。）、 駅前 広場 の 整 備 な ど、 各 事

業が 進め ら れて いる 。  

「世 田谷 区 都市 整備 方針 」（ 令 和 ７年 ７月 ） では 、「地 域生 活

拠点 」と し て、 商業 ・行 政 サー ビス 機能 等 の集 積を 図り 、 活気

とに ぎわ い を創 出す るほ か 、北 沢地 域の ア クシ ョン エリ ア の方

針に おい て 、京 王 電 鉄京 王 線の 連続 立体 交 差事 業や 都市 計 画道

路等 の整 備 に伴 う土 地利 用 の変 化に 対応 し 、駅 周辺 の活 気 ある

良好 な商 業 環境 の育 成と 地 区の 防災 性向 上 を図 るな どと し てい

る。  

区で は、 各 都市 計画 事業 等 の整 備に 伴う 街 の変 化に 対応 す る

ため 、本 地 区の 周辺 を含 む 区域 にお いて 、「 下 高 井戸 駅周 辺 地

区地 区街 づ くり 計画 」（ 平成 ２ ６ 年１ 月 ） を 策定 して いる 。 さ

らに は 、 下 高井 戸駅 周辺 地 区街 づく り協 議 会 に より 、ま ち の情

緒や つな が りを 大切 に し て 、暮 らし やす い 未来 を 創 るこ と を基

本理 念と し た 「 みん なで つ くる 明日 のし も たか ブッ ク 」（令 和

３年 ７月 ） が ま とめ られ 、 官民 連携 の下 、 街づ くり に取 り 組ん

でい る 。  

本 地区 で は こ う し た特 性 や 状 況 を 踏ま え 、 合 理 的 な土 地 利 用

の 促進 、 安 全 で 快 適な 歩 行 者 空 間 の確 保 、 補 助 １ ２８ 号 線 の整

備 に合 わ せ た 延 焼 遮断 帯 の 形 成 な どに よ り 駅 周 辺 の回 遊 性 や 防



災 性の 向 上 を 図 る こと で 、 周 辺 住 宅地 に 配 慮 し た にぎ わ い ある

商 業環 境 の 創 出 と 良好 な 市 街 地 の 形成 を 目 指 す た め 、 下 高 井戸

駅周 辺地 区 地区 計画 を 決 定 する こと とな っ た 。  

こ のよ う な 背 景 を 踏ま え 、 土 地 利 用上 の 観 点 か ら 検討 し た 結

果、面 積 約０ .８ ヘク ター ル の区 域に つい て、用 途 地域 を変 更 す

るも の で あ る 。  


